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あらまし 楽曲を効率よく評価するためには重要なフレーズを聴取するのが便利であるので，われわれはユーザの求

める詳細度に応じてダイジェストを生成するマルチレベル音楽要約法を提案する．この要約法は 段階の要約を提供

する．これらの要約は，重要フレーズのうちのひとつを演奏する レベル ，すべての重要フレーズを一度ずつ演奏

し，その他はスキップする レベル ，すべての重要フレーズを一度ずつ演奏し，その他は早送りする（レベル ），

すべての重要フレーズおよびそれらの類似フレーズを演奏し，その他は早送りする レベル ，曲全体を演奏する レ

ベル というものである．
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は じ め に

現在の楽曲検索システムとしては，要求に合う楽曲を検索し，

それらを列挙するものが一般的である．これらのシステムでは

条件によって楽曲を絞り込むことができるが，利用者のイメー

ジに最も合致する楽曲を１つだけ出力することは多くの場合困

難である．そのため，出力された楽曲をそれぞれ評価し，最良

の１曲を選択する必要がでてくる．

楽曲について評価を行うには，作曲者などの書誌情報や楽曲

の印象を表す感性語などが参考になるが ，最終的には

楽曲を聴取することが不可欠である．楽曲の聴取は１曲あたり

数分の時間が必要となり，さらに曲数が増えた場合などを考え

ると時間的な負担という問題を無視できなくなる．この問題点

を解決するために，楽曲中から重要な部分を抜き出すような楽

曲要約システムがいくつか提案されている ．

平田ら は による楽曲の構造化を行い，対話的に楽

曲要約を行うシステムを提案している．このシステムは非常に

正確な要約曲を生成できるが，４小節の要約を行うのに約３時

間の時間がかかると報告されており，大規模な音楽データベー

スに対応することができない．

それに対してわれわれ は小節，フレーズの出現頻度を

基にした要約法を提案している．この方法は要約の正確さより

も簡易で高速な要約を目指している．この方法では１つの楽曲

の要約を数秒で生成できる．



これらの要約法では，楽曲内の重要なフレーズを列挙もしく

は連結して聴取するような方法をとっている．これらの提示方

法を元に，本稿では重要フレーズの聴取をさらに効率化するこ

とを目指す．まずはじめに列挙された重要フレーズから聴取す

るものを選択する時点で，各フレーズについての付加情報を提

示し，フレーズ選択を支援することを考える．次に，フレーズ

の提示方法を詳細度に応じてレベル分けすることで，段階的な

楽曲評価や利用者の時間的余裕に応じた詳細度の選択が可能と

なる方法について提案する．

重要フレーズの抽出

楽曲を短時間で試聴するためには，楽曲内部から重要である

フレーズを取り出し，それらを聴くようにすればよい．われわ

れは楽曲内部でのフレーズの出現頻度とフレーズの重要性との

間に相関関係があると考え，出現頻度の高いフレーズを重要フ

レーズとして抽出する方法を提案した 図 ．

図 重要フレーズの抽出・試聴

提案した重要フレーズ抽出の流れはおおまかに以下のように

なる．

（ ） 重要フレーズ抽出を行う楽曲の標準 ファイル

（ ）を用意する．

（ ） 楽曲の から旋律に該当する部分を抽出し，それ

を新しい として保存する．

（ ） 旋律のみの について，すべての小節の楽曲内で

の出現頻度を求める．

（ ） 出現頻度の高い小節から順に，その小節を核とした区

間の伸張を行い，頻出フレーズ区間を決定する．

（ ） 求められた頻出フレーズ区間の開始時刻，終了時刻を

ファイルに保存する．

（ ） 開始時刻，終了時刻を格納したファイルを参照しなが

ら，元の より頻出フレーズ部分のみを抽出た をフ

レーズごとに出力する．

この手法によって３～５つのキーフレーズが抽出され，各

キーフレーズは全体の１割程度の時間で聴取できる．その結果，

すべてのキーフレーズを聴取するには元の楽曲の３～４割程度

の時間でよい．また，さらに聴取するフレーズを取捨選択する

ことで聴取時間の短縮が期待できる．

付加情報によるフレーズ選択支援

われわれが で提案した手法では抽出した重要フレーズ

を単に列挙するだけであり，各フレーズの重要度の違いや内容

に関する情報を全く提示していない．そのため，提示された重

要フレーズから適当なものを選択することが困難である．そこ

で，重要フレーズを列挙するのと同時に，各フレーズに関する

情報を提示するようにする．これにより重要フレーズを取捨

選択することが容易になり，フレーズの試聴がより効率的に行

える．

重要フレーズの付加情報として以下のようなものが考えら

れる．

（ ） フレーズの演奏時間

（ ） フレーズの楽曲内での出現確率

（ ） 楽曲内と 内の他の楽曲との出現確率の比率

（ ） 類似するフレーズを含む楽曲リスト

（ ） フレーズの特徴を表現するアイコンの表示

は，フレーズを試聴するのにかかる時間である． は，

フレーズの核となる小節の楽曲内での出現頻度を楽曲の全小節

数で割ったものである． を求めるには，あらかじめ 内

のすべて楽曲について，小節単位で音列パターンの辞書を作成

しておく．現段階ではパターン辞書の作成には 上から収

集した 曲のクラシック曲を用い，辞書にはパターンの出現

回数，出現曲数，パターン情報（音列の各音の相対時刻と音高）

を格納している．このようなパターン辞書の内部で各パターン

がどれくらいの頻度で出現するかを求める．この出現頻度を辞

書内の登録パターン数で割ったものと，前述の楽曲内での出現

確率との比率を求める．これにより楽曲内で頻出するフレーズ

が他の楽曲ではどれくらい出現するかを評価でき，他の楽曲に

は現れないこの楽曲特有のフレーズであるかどうかを表すこと

ができる 図 ．

については，パターン辞書を作成する段階で，同時にパ

ターンの出所である楽曲名を格納しておくことで，類似するパ

ターンから楽曲名を逆に探索し，それらを提示できるようにな

る 図 ．

はビデオ映像の注釈づけをするインタフェースとして

が提案する を参考にした方法であ

る ． は映像の断片の内容をアイコンで表現す

る．これを音楽に応用し，フレーズの内容を表現するようなア

イコンを提示することでフレーズの選択を支援する．アイコン

で提示する内容としては，フレーズ内の音列の音高推移の形状，

フレーズを演奏する楽器，フレーズの印象を表す顔などの画像

が考えられる 図 ．

このようにフレーズについての付加情報を提示することで，



図 付加情報の提示 ～

図 付加情報の提示

図 付加情報の提示

それらを手がかりに試聴するフレーズを効率的に選択すること

ができる．

詳細度別マルチレベル要約

従来の研究 では重要フレーズを列挙し，そのなかから

試聴するフレーズを選択する方法をとっている．ここからさら

に詳細な評価をしたいと考えた場合，現段階ではただちに曲全

体の試聴をすることになる．しかし，フレーズの個別聴取と曲

全体の聴取とは詳細度があまりに違いすぎるため，以下のよう

な問題が発生する．

詳細度による段階的な評価ができない．

利用者の時間的余裕に合わせた評価ができない．

そこでわれわれは重要フレーズの試聴から曲全体の試聴まで

の間にいくつかの詳細度レベルを設定し，これによって段階的

に詳細度をあげられると同時に，時間的余裕に合わせた要約法

を選択できるようなマルチレベル要約について考える．

詳細度レベル

現在の案として，つぎのような つの詳細度レベルを設定す

ることを考えている．

レベル１ 出力された重要フレーズから選択した個々のフレー

ズを聴取する 図 ．従来の要約法 はこのレベルに該当

する．ここで 章で述べた付加情報を同時に提示することで，

個別聴取の効率をさらに向上することができる．

レベル２ 出力された重要フレーズすべてを出現頻度順もしく

は出現時刻順に連続して聴取する 図 ．レベル１での重要フ

レーズの個別試聴とは違い，出力された重要フレーズを一望す

るような方法である．

レベル３ 楽曲のうち出力されたダイジェストに該当する部分

はそのまま演奏し，それ以外の部分は早送りする 図 ．これ

はビデオ映像などの例を参考にした手法であり，重要フレーズ

以外の部分についても早送りで聴くことでおおまかな特徴を捉

えられるようにする．

レベル４ 楽曲のうち出力されたダイジェストに該当する部分

だけでなく，それに類似する部分もそのまま演奏し，それ以外

の部分は早送りする 図 ．

レベル５ 楽曲全体を聴取する 図 ．

利用者は各重要フレーズを個別に聴取するレベル１から始

め，必要に応じて詳細度レベルを上げていき，最終的に楽曲全

体（レベル５）を得るという段階的な評価をすることができる．

また，利用者の時間的な制約に合わせて詳細度を選択するとい

うこともできる．



図 詳細度レベル１

図 詳細度レベル２

図 詳細度レベル３

図 詳細度レベル４

図 詳細度レベル５

各詳細度レベルの予測聴取時間

各詳細度レベルの聴取時間は図 のように予測できる．

図 詳細度ごとの聴取時間の予測値

レベル１の場合，聴取するフレーズを任意に選択するので，

選択したフレーズ数によって聴取にかかる時間が変わってくる．

フレーズ一つあたりの聴取時間は全体の１割程度となる．すべ

て聴取した場合はレベル２と同じ時間が必要となる．

レベル２に必要な聴取時間は 章で述べたように曲全体の

３～４割程度である．

レベル３の場合，重要フレーズ部分についてはレベル２と同

じ時間がかかり，それ以外の部分は早送りとなるので，早送り

の速度を倍速と考えれば，レベル２の３割増し程度の聴取時間

になると予測できる．

レベル４については，類似フレーズの数によって聴取時間が

変わるので容易に予測はできないが，レベル３よりは長く，レ

ベル５よりは短い時間で聴取が可能であることは確かである．

レベル５は曲全体の聴取なので，聴取時間はそのままである．

マルチレベル要約のインタフェース

以上のようなマルチレベル要約を実現するインタフェースを

図 のように実装した．

各詳細度レベルでのダイジェストを上から順にレベル１（キー

フレーズ１～３），レベル２（連続試聴），レベル３（等速，早

送り），レベル５（全曲試聴）と並んでいる．レベル４は現時



点では未実装である．さらに，各キーフレーズの横にはキーフ

レーズの特徴を示す付加情報を提示している．

図 マルチレベル要約のインタフェース

図 ではリンクを列挙するにとどまっているが，今後の課

題としては，図 のように楽曲内の構造などを図式化し，現

在どの部分を聴いているかがわかりやすくなるようなインタ

フェースを作ることが挙げられる．

図 楽曲構造を図式化して提示するインタフェース

以上のような詳細度別のマルチレベル要約により，利用者の

要求に合わせた効率的な楽曲評価が可能であると期待できる．

お わ り に

本稿では楽曲の重要フレーズを列挙する要約法に対して，同

時にフレーズの特性を表す情報を提示することで聴取するフ

レーズの選択を支援する方法を提案した．また，楽曲の試聴方

法を詳細度によりレベル分けし，利用者の要求に応じて試聴す

る詳細度を選択できるシステムについてのアイデアを提示し

た．この方法によって楽曲を詳細度別に段階的に評価でき，ま

た一方では利用者の時間的余裕に合わせた詳細度の選択が可能

となる．

今後の研究ではマルチレベル要約の具体的な方法について検

討し，これを要約システムの出力インタフェースとして実装す

ることが課題である．また，要約の詳細度レベルとして，曲の

１コーラス（歌謡曲でいう１番，２番）を単位とした提示法も

ひとつの案として考えられる．抽出した重要フレーズについて

の情報を構造化し， 等で保存しておくことで，これらの

情報を再利用できるようにすることも重要な課題であると考え

られる．
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